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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに        

不飽和土の浸透現象は不飽和浸透特性に従うため，その評価は重要となる．しかし，吸水過程における不

飽和浸透パラメータの設定方法については十分に議論されていないのが現状である．本研究では，2 種類の

砂質試料を対象に，種々の初期体積含水率で不飽和浸透試験を実施し，不飽和浸透特性を表現する際によく

用いられる van Genuchten モデル 1)のフィッティングパラメータを同定した．次に，得られたパラメータを

分析し，吸水過程における不飽和浸透パラメータの設定方法について考察を加えた． 

２２２２．．．．試料試料試料試料およびおよびおよびおよび試験方法試験方法試験方法試験方法        

試験に用いた試料は，豊浦標準砂および奈良県

生駒山で採取された購入まさ土の 2 種類である．

各試料の諸性質を表－1 に示す．本研究で用いた

不飽和浸透試験装置の概略図を図－1 に示す．ア

クリル製円筒中央にADRセンサー挿入口を設け，

その挿入口から 90°回転させた箇所にテンシオ

メータを取り付けることで供試体中央部の比誘電

率と間隙水圧ψを同時に測定できるようにした．

試験手順は，以下のとおりである． 

1） 設定した初期体積含水率θ0となるように含水

比調整した試料を所定の密度でカラム内に均

質に詰め，同時に ADR センサーの挿入針を挿

入した． 

2） ADR センサーおよびテンシオメータの読み取

り間隔，スタート時間を設定し，水位差 5cm

を与えることで通水させた．なお，通水は上

蓋の排水口から水があふれ出るまで続けた． 

3） 試験終了後，カラム内から試料を取り，炉乾燥法により試験終了時における部分飽和状態の体積含水率 

θs’を求め，θ0 とθs’から測定毎に ADR センサーの検量線を引き，測定した比誘電率から試験中にお

ける供試体中央部のθを算出した． 

4） 試験結果に基づいて，van Genuchten モデルのフィッティングパラメータ（n，α）を同定した． 

３３３３．．．．試験結果試験結果試験結果試験結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察        

同定した不飽和浸透パラメータ一覧を表－2～3 に，θs’，n およびαとθ0 の関係を図－2～4 に示す．ま

ず，θs’は豊浦標準砂，まさ土ともにθ0 にかかわらずほぼ一定の値となり，豊浦標準砂は飽和体積含水率

θsの約 0.90 倍，まさ土は約 0.75 倍となった．次に, nはθ0にかかわらずほぼ一定の値となり，豊浦標準砂，

まさ土ともに排水過程における nとほぼ同値を示した．また，αはθ0にかかわらずほぼ一定の値ををなった

表－1 試料の諸性質 

豊浦標準砂 まさ土

土粒子の密度ρ s （g/cm
3） 2.648 2.690

砂分(％) 100.0 95.2

シルト分（％） 0.0 2.9

粘土分（％） 0.0 1.9

図－1 試験装置の概要 
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図－2 θs’とθ0の関係 
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が，豊浦標準砂は排水過程におけるαの約 5 倍，まさ土は約 2 倍の値を示した．以上より，吸水過程におけ

る nは排水過程における nとほぼ同値，吸水過程におけるαは排水過程におけるαの数倍～数十倍に設定す

る必要があるものと考えられる． 

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに        

 本研究では，2 種類の砂質試料を対象に，不飽和浸透試験を実施し，吸水過程における不飽和浸透パラメ

ータの設定方法について検討した．その結果，吸水過程における nは排水過程における nとほぼ同値を示す

こと，吸水過程におけるαは排水過程におけるαの 2

～5 倍を示すことが明らかとなった．今後は，細粒分

を多く含む試料を対象に，同様の不飽和浸透試験を実

施し，吸水過程における不飽和浸透パラメータの設定

方法について考察を深める予定である． 
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表－3 不飽和浸透パラメータ一覧（まさ土） 

排水過程

θ 0 0.40 0.12 0.14 0.16 0.18 0.20 0.22 0.24 0.26

θ s ' 0.400 0.277 0.298 0.313 0.315 0.322 0.313 0.309 0.308

α (cm-1) 0.0363 0.0706 0.0876 0.0899 0.0801 0.0512 0.0671 0.0735 0.0721

ｎ 2.122 2.525 2.388 2.316 1.984 2.068 2.268 2.301 2.080

吸水過程

表－2 不飽和浸透パラメータ一覧（豊浦標準砂） 

排水過程

θ 0 0.40 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30

θ s ' 0.400 0.345 0.366 0.369 0.364 0.362

α (cm-1) 0.0813 0.4423 0.5428 0.3416 0.2642 0.3587

ｎ 5.237 5.177 5.677 5.521 4.997 4.913

吸水過程

図－3 nとθ0の関係 
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図－4 αとθ0の関係 
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